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素早く作り,ビジネス価値を検
証する（1/7）

• 【タイトル】 素早く作り,ビジネス価値を検証する

• 【状況】 要求の具体化が難しいながらもデジタルサービスの開発を求められている

• 【問題】 開発の進行中に発生する要求の変更や追加へ柔軟に対応することができない．

また,どの要求の変更や追加を,採用すべきかわかっていない．

• 【問題が発生する理由】 近年,不確実性が高い世の中になってきており,誰も正解が分

かっていない．そのため要求の変更,追加が高頻度で発生する．だが要求を早期に凍結

することを前提とするウォーターフォール型の開発では,要求の変更・追加を考慮して

おらず一度決めたことから変えることが難しい．また開発中に出てきた要求の選択基

準がないため,どの要求仕様を採用したらよいのかわからない．要求工学知識体系

REBOK v1.0では,ソフトウェアプロセスモデルの一種としてアジャイルを紹介してい

るが,具体的にどのような状況で利用できるのかは述べられていない．

• 【解決策】価値の検証結果に基づき要求定義を行う． アジャイルにより短期間での開

発とリリースを繰り返し,具体的なフィードバックを得ながら要求を具体化する．
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• 【適用例】

• 考案したデジタルサービスの価値の検証を目的にアジャイルを適用し,価値の検証結

果に基づいた要求の具体化を行う．

• アジャイルの手法としてスクラム[1]を利用する．スクラムのスプリントというプラ

クティスを適用することで最長でも4週間毎に製品／サービスをリリースし価値を検

証ができる状態になる．
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■スプリントのイメージ



素早く作り,ビジネス価値を検
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• 事前に要求を詳細化せずプロダクトバックログアイテム（PBI）

として扱う．
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時間

■時系列に並べたプロダクトバックログ[2]
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• PBIの状態を開発PBI,課題PBIで管理する[3]．

• 受入基準が具体化できるまたは作業量が見積もれる場合を開発PBIとする

• 受入基準の具体化に検討または調査が必要となる場合は,課題PBIとする
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課題PBIから開発
PBIへの状態変化
のパターンを活用
することで,PBIの
詳細化を効率化

■課題PBIから開発PBIへの状態変化のパターン
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• 【結果（期待効果）】

• 価値の検証の結果に基づいた要求定義を行うことで,ユーザが求める機能

にスコープを当てることができる．

• PBIの状態を課題PBI／開発PBIで可視化することで,検討が必要な要求を

明確化ができる．

• 課題PBIから開発PBIへの状態変化のパターンを活用することで,PBIの詳

細化を効率化できる．

• 従来型の要求定義における,知情意の観点では,「知」が深堀され,「情」の

方向に強化される．
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